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市議会が 「住民投票の時期失した」と多数で否決 
明石駅前の再開発計画の賛否を住民投票で問うことを２万１９６名の有効署名を添えて求めた市民の

直接請求について、明石市議会は２２日の臨時議会最終日に賛成８、反対１９、退席（棄権）２で否決し

ました。 

議会の多数派が再開発の推進を優先し、住民投票はその妨げになるとして「民意を反映する議会の責務」

を放棄したものです。４日間の臨時市議会は議案審議の運営面でも大きな問題を残しましたが、他方で再

開発問題の“集中審議”のようになり、再開発が秘める問題点を改めて浮き彫りにするとともに、議会改

革と議員の資質向上の課題も改めて浮上させました。 

また、自治基本条例に定めた常設型住民投票条例を策定していない“不作為”について泉市長自身が「違

憲状態」であることを認め、早急に条例づくりを進めることを表明するなど自治基本条例の遵守が大きく

クローズアップされました。 

８議員が賛否の討論、論点のかみ合わせなしに採決 
最終の本会議では、審査を付託した建設企業常任委員会から「もはや住民投票を行う段階ではない。ま

ちの耐震化を急ぎ、財源も確保できており市民税の上昇につながらないという市の説明もあった。員外委

員から民意を反映する住民投票を受け入れるべきだという意見もあったが、全会一致で原案を否決した」

と審査結果が報告されました。 

この後、坂口（政和会）絹川（公明）木下（次世代明石）富田（民主連合）千住（創新党）の５議員が

住民投票に反対する意見を表明。永井（市民クラブ）中西（次世代明石）西川（共産）の３議員が賛成意

見を表明しました。 

坂口、絹川、富田議員は再開発計画の経緯や意義を並べて「時間をかけて丁寧に進めてきた。この時期

に住民投票によって事業の中止や大幅変更を招けば、関係機関や地元住民との信頼関係を壊し、今後の再

開発は不可能になる」と住民投票に反対しました。また、これまで市民派を名乗ってきた木下議員は提案

された条例案の投票方式について「賛否２択ではなく（どちらでもない）△を含めた３択ならいいが、こ

の条例案の中身では賛成できない。駅前を現状で放置できないので、再開発は必要」と反対しました。千

住議員は「住民投票は議会制民主主義を否定するもの。投票して反対意見が多く中止になれば駅前をどう

するのか」と自治基本条例自体にも疑問を投げかける意見を述べました。 

これに対して住民投票に賛成した永井議員は「自治基本条例で住民投票は極めて重要な規範であり、住

民投票の実施は議員の責務。議会基本条例の制定をめざす議会は政策の比較検討や市民参加、市民への説

明責任が求められており、再開発計画の賛否を市民に問うべきである」と主張。中西議員は「自治基本条

例１４条は常設型住民投票条例を制定し、市民が意思決定に参加できる権利を保障したもの。市民の権利

をうたいながら、２年半も条例をつくらず放置してきた議会が直接請求を否決すれば議会の信用を失墜さ

せる」と住民投票の実施を促しました。西川議員は「耐震化が必要な建物はほかにもいっぱいある。事業

に自信があるなら、自信を持って投票したらいい。投票自体を否決するのは議会への信頼を失う」と促し

ました。 

約１時間の意見表明は「討論」ではなく交互に賛否の意見を述べただけ。論点を整理して、議員同士の

自由な討論によって合意形成をめざすことを定めた自治基本条例や「議会のあるべき姿」の宣言とは程遠

い議会運営。議論は言い放しで終わり、数で押し切る議会に過ぎなかった。 



 

 

 明石市議会は今年９月議会から、議案の採決で各議員の

採決結果について公表することになりました。ここ２年ほ

ど、機会あるごとに議会へ求めてきた議会改革の一つです。  

11 月臨時市議会の結果は、本会議終了後間髪いれず議会の

ＨＰに一覧表でアップされ、スピードぶりに驚きました。 
 
昨年夏以降の採決 保守系２会派と公明は再開発推進                           

駅前再開発問題は昨年５月に就任した泉市長のもとで

６月末から見直し作業が始まり、７月から９月にかけて３

回にわたって市政だよりにカラーの４ページ折り込み広

報が全戸配布され、アンケートや意見募集、フォーラムの

開催などを行いました。事実上、これによって初めて多く

の市民が計画を知ることになり、具体的な反対の声も出始

めました。 

議会でも昨年９月議会での補助金予算に共産の３議員

をはじめ市民クラブの永井議員、次世代の中西議員の５名

が反対、市民クラブの北川議員と民主連合の宮坂議員が退

席して賛成議員との色合いを変えていました。 

今年３月議会での補助金予算では、泉市長批判に関わる

他の３つの議案への賛否が絡んで、会派間の思惑が交錯し、

共産の３議員と永井議員の４名だけの反対になりました

が、９月議会の促進請願に対しては共産と次世代の全員と

市民クラブの永井、北川議員の８名が反対しました。 
 

住民投票反対の３会派は面談も会派で拒否 

そして今回。臨時議会に先だって住民投票の会は全議員

に公開質問書を提出し、面談による回答を求めました。臨

時議会の開会までに面談に応じてくれた議員は、共産、次

世代、市民クラブの計９名と創新党の千住議員、民主連合

の宮坂議員の１１名でした。政和会、真誠会、公明党の大

会派はいずれも「会派として面談には応じない」とし、会

派としての回答も拒みました。 

採決では、このうち民主連合の宮坂議員と真誠会の寺井

議員が退席して他の会派メンバーと異なる態度をとりま

した。また、木下議員の対応が目立ちました。委員全員６

名が再開発推進の立場から住民投票に反対した建設企業

常任委員会の遠藤委員長は、委員会審議の場でも委員長と

して自らの意見を述べなかったが、住民投票の採決では起

立し賛成したのが、最長老議員だけに目立ちました。 
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